
雲
-〃

子
供
の
頃
か
ら
、
パ
リ
の
屋
根
の
下
、
パ
リ
祭
、
北
ホ
テ
ル
等

の
映
画
で
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
、
ク
ウ
ル
ベ
等
の
巨
匠
の
絵
で
、
フ
オ

レ
、
ド
ビ
ッ
シ
ー
な
ど
の
音
楽
で
、
夢
に
承
た
パ
リ
に
突
然
行
く

事
に
な
り
、
出
発
し
て
型
時
間
も
た
つ
と
も
う
パ
リ
に
到
着
し
ま

し
た
。滞

在
し
ま
し
た
の
は
４
月
加
日
か
ら
幻
日
迄
の
１
週
間
だ
け
な

の
で
す
。
然
も
仕
事
で
参
り
ま
し
た
か
ら
時
間
の
余
裕
は
殆
ど
無

く
、
僅
か
な
時
間
を
さ
い
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
や
ブ
ー
ロ
ー
ー
ー

ュ
の
森
、
ヴ
ァ
ン
セ
ー
ヌ
の
森
を
散
策
し
た
り
、
オ
ペ
ラ
座
附
近

や
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
画
家
の
た
む
ろ
す
る
所
を
祐
樫
し
た
ぐ
ら
い

で
、
折
角
の
素
晴
し
い
料
理
も
時
間
が
無
く
て
箸
も
つ
け
ら
れ
ず

物
体
い
な
い
と
思
い
な
が
ら
横
目
で
見
て
終
っ
た
よ
う
な
も
の
で

真
に
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
果
報
な
こ
と
に
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
に
招
待
さ
れ
一

夜
を
楽
し
ゑ
ま
し
た
。

ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
１
８
８
９
年
か
ら
始
ま
り
、
度
々
ロ
ー

ト
レ
ッ
ク
の
画
材
に
と
り
上
げ
ら
れ
、
特
に
１
９
２
０
年
代
に
は

此
処
か
ら
ミ
ス
タ
ン
ゲ
ッ
ト
、
モ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
バ
リ
エ
、
ジ
ョ

徳
末
省
三

、
水
遠
の
カ
ン
カ
ン

ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ

１
５６
１

司

▲

セ
フ
ィ
ン
・
ベ
ー
ヵ
ー
等
の
優
秀
な
人
々
を
送
り
出
し
て
お
り
ま

す
。
一
時
閉
鎖
し
た
り
、
転
向
し
た
り
し
た
そ
う
で
す
が
ち
ょ
う

ど
、
こ
の
４
月
か
ら
再
び
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
し
て
発
足
し

私
な
ど
丁
度
一
番
良
い
時
期
に
観
に
行
け
た
訳
で
す
。
演
し
物
は

「
フ
ル
・
フ
ル
」
（
絹
ず
れ
の
意
）
と
云
う
題
で
し
た
。

開
場
は
午
後
九
時
で
、
各
自
の
テ
ー
ブ
ル
で
ブ
ド
ウ
酒
、
シ
ャ

ン
パ
ン
等
を
飲
ん
だ
り
食
事
を
し
た
り
、
又
そ
の
合
間
に
は
踊
り

場
で
同
伴
者
と
ダ
ン
ス
も
楽
し
め
る
の
で
す
。
シ
ョ
ー
は
十
一
時

か
ら
始
ま
り
、
第
一
部
・
第
二
部
と
あ
り
ま
し
て
、
は
ね
る
の
が

午
前
一
一
時
半
、
真
夜
中
に
シ
ョ
ー
を
観
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

簡
単
に
当
日
の
シ
ョ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
と
、
第

一
部
１
，
ペ
ー
ジ
を
め
く
ろ
う
２
、
雪
の
風
車
小
屋
３
、
軽

業
４
、
ク
レ
オ
。
ハ
ト
ラ
５
、
曲
芸
６
、
ペ
ル
ー
の
想
い
出

７
、
諸
国
共
通
の
お
笑
い
と
気
ま
ぐ
れ
８
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
（
フ

レ
ン
チ
・
カ
ン
カ
ン
）
・
第
二
部
１
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

２
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
に
依
る
軽
業
３
、
楽
園
の
烏
４
、
奇
術

５
，
１
９
０
０
年
の
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
・

私
ど
も
の
テ
ー
ブ
ル
が
舞
台
中
央
の
一
番
前
で
、
そ
の
上
私
自
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ムーラン・ルージュの呼びものフレンチカンカン、カ
ンカン帽に３色旗の小旗がゆれる楽しい舞台

身
が
一
番
舞
台
に
手
近
か
な
席
で
、
レ

ヴ
ュ
ー
の
時
に
は
何
回
と
な
く
ス
カ
ー

ト
の
旋
風
を
喰
ら
い
、
舞
台
の
粉
塵
を

か
ぶ
り
、
こ
の
様
な
席
で
こ
の
様
な
目

に
会
っ
た
男
は
、
私
一
人
だ
け
だ
ろ
う

と
、
男
冥
利
に
つ
き
る
想
い
で
観
劇
し

た
こ
と
で
し
た
。

レ
ヴ
ュ
ー
に
出
て
来
る
パ
リ
ジ
ェ
ン

ヌ
の
身
長
は
ｌ
・
印
加
か
ら
１
．
弱
”

程
度
で
、
写
真
で
ご
覧
の
様
に
均
整
の

と
れ
た
非
常
に
お
美
事
な
も
の
で
す
。

そ
れ
に
、
肢
体
だ
け
で
な
く
踊
り
も

素
晴
し
く
、
女
性
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な

く
男
性
メ
ン
バ
ー
の
踊
り
も
美
し
く
唯

目
を
見
は
る
ば
か
り
で
し
た
。
特
に
し

蕊蕊蕊蕊議

一

ヴ
ュ
ー
、
軽
業
、
曲
芸
、
奇
術
、
を
す

る
人
々
全
部
か
ら
受
け
取
れ
た
感
じ
は
自
分
の
仕
事
（
芸
）
に
非

常
に
忠
実
だ
し
、
又
一
刻
々
々
を
真
剣
に
取
組
ん
で
、
一
番
良
い

出
来
栄
え
を
観
客
に
観
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
気
晩
が
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。

中
で
も
一
番
印
象
に
残
り
ま
し
た
の
は
、
や
は
り
フ
レ
ン
チ
・

カ
ン
カ
ン
で
、
カ
ン
カ
ン
帽
に
は
三
色
旗
の
小
旗
を
た
て
、
又
三

色
旗
の
色
を
あ
し
ら
っ
た
衣
裳
を
着
て
、
オ
ッ
ペ
ン
。
バ
ッ
ハ
の

「
天
国
と
地
獄
」
の
曲
に
あ
わ
せ
、
か
ん
高
い
城
声
を
上
げ
な
が

ら
舞
台
狭
し
と
健
康
的
に
踊
り
、
飛
び
、
跳
ね
る
所
で
し
た
。

シ
ョ
ウ
が
終
わ
り
ホ
テ
ル
に
帰
り
着
い
た
の
が
幻
日
の
午
前
３

時
、
そ
れ
か
ら
荷
物
を
片
づ
け
て
寝
る
ま
も
な
く
、
時
釦
分
に
は

花
の
パ
リ
を
あ
と
に
オ
ル
リ
空
港
を
飛
び
発
ち
帰
国
の
途
に
つ
き

ま
し
た
。
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
セ
の
機
内
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ

ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ン
の
朝
刊
を
な
に
気
無
し
に
開
く
と
、
五
段
抜

き
で
大
き
く
「
永
遠
の
カ
ン
カ
ン
」
と
題
し
て
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ

ュ
新
し
い
演
し
物
と
大
き
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
・
ハ
リ
の

カ
ン
カ
ン
で
な
く
世
界
の
カ
ン
カ
ン
だ
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
（
カ
メ
ラ
筆
者
）

１
５７
１
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毛

パーティに勢ぞろいした美女

▼
美
女
六
甲
台
に
あ
つ
ま
る

去
る
５
月
お
日
、
六
甲
台

団
地
の
山
側
に
田
崎
真
珠
Ｋ
・

Ｋ
の
す
ば
ら
し
い
新
工
場
が
建

設
さ
れ
、
そ
の
披
露
．
ハ
ー
テ
ィ

に
同
時
に
今
年
度
選
出
さ
れ
た

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
。
ミ
ス
・

ワ
ー
ル
ド
日
本
代
表
が
披
露
さ

れ
昨
年
度
の
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
第
５
位
に
選
ば
れ
た
京
藤
敦

子
さ
ん
や
、
前
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ

ー
ス
児
島
明
子
さ
ん
も
出
席
し

て
激
励
を
お
く
っ
て
い
た
。
当

日
は
神
戸
の
各
界
名
士
も
美
人

の
挨
拶
に
ニ
ッ
コ
リ
。

▼
諏
訪
山
に
第
三
の
新
ホ
テ
ル

神
戸
の
展
望
台
と
い
わ
れ
る

諏
訪
山
公
園
は
、
動
物
園
が
王

子
公
園
に
移
転
さ
れ
て
か
ら
は

あ
き
地
に
な
っ
た
ま
ま
、
も
う

随
分
と
な
が
い
。
し
か
し
、
朝

の
散
歩
道
、
ア
ベ
ッ
ク
の
コ
ー

ス
、
日
曜
は
子
供
た
ち
の
遊
び

場
と
し
て
、
市
民
に
心
か
ら
愛

さ
れ
る
箱
庭
の
よ
う
な
山
で
あ

る
。
こ
の
諏
訪
山
の
空
地
一
帯

が
姿
を
一
変
し
て
市
民
に
お
目

見
得
す
る
日
も
近
い
と
い
う
。

い
ま
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
そ
な

え
、
新
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
国

際
的
な
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
諏
訪
山
に
第
三

の
ホ
テ
ル
が
英
姿
を
誇
る
日
も

近
い
と
い
う
こ
と
だ
。

現
在
、
東
京
で
老
舗
を
誇
る

帝
国
ホ
テ
ル
と
覇
権
を
あ
ら
そ

っ
て
い
る
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

が
神
戸
の
拠
点
に
諏
訪
山
を
選

ん
だ
と
き
く
、
神
戸
の
新
名
物

に
な
る
よ
う
な
ホ
テ
ル
を
期
待

し
た
い
も
の
だ
。

－．－コ

、

１
５８
１

盛
大
な
、
新
工
場
披
露
パ
ー
テ

ィ
で
は
あ
っ
た
。

▼
兵
庫
県
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト

〃
新
人
国
記
″
出
版
さ
れ
る

朝
日
新
聞
の
夕
刊
で
一
番
の

人
気
の
あ
る
記
事
が
新
人
国
記

ま
っ
た
く
爆
発
的
な
好
評
で
話

題
を
賑
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の

た
び
、
す
で
に
掲
載
さ
れ
た
、

兵
庫
県
版
が
、
し
や
れ
た
装
一
訂

で
出
版
さ
れ
た
。
兵
庫
県
版
は

お
馴
染
の
小
磯
良
平
画
伯
の
カ

ッ
ト
で
始
ま
る
。
兵
庫
県
下
を

区
域
ご
と
に
わ
け
〃
白
鷺
城
下

″
〃
暁
の
墓
参
り
″
〃
十
字
架

の
歴
史
″
〃
夢
の
か
け
橋
″
等

多
彩
な
物
語
風
の
人
物
誌
を
く

り
ひ
ろ
げ
る
。

神
戸
っ
子
に
と
っ
て
は
見
逃
せ

な
い
本
。
朝
日
新
聞
社
刊
（
定

価
二
五
○
円
）

▼
現
代
作
家
四
人
展

五
月
十
八
日
か
ら
一
週
間
、

元
町
画
廊
で
開
か
れ
た
「
現
代

作
家
型
人
展
」
は
神
戸
で
は
近

来
ま
れ
な
内
容
あ
る
展
覧
会
で

あ
っ
た
。
現
代
日
本
美
術
の
第

一
線
級
の
抽
象
、
非
具
象
作
家

十
七
人
と
外
国
作
家
四
人
の
作

品
が
な
ら
ん
だ
が
各
作
家
の
作

性
が
そ
れ
ぞ
れ
明
確
で
あ
る
だ

け
で
も
興
味
深
か
っ
た
。
し
か

も
神
戸
で
は
、
こ
う
し
た
作
家

を
一
堂
に
見
る
機
会
は
、
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
、
え
が
た
い
も

の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
日
本

側
で
は
、
斉
藤
義
重
の
従
来
の

赤
を
ブ
ル
ー
に
転
じ
た
黙
示
的

な
語
り
か
け
、
津
高
和
一
の
清

潔
な
叙
情
、
白
髪
一
雄
の
雄
揮

な
躍
動
、
元
永
定
元
の
生
理
的

な
運
ま
し
く
え
ぐ
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
そ
れ
に
高
間
惣
七
の
鮮

明
な
構
成
、
今
井
俊
満
の
激
情

と
昂
弁
、
堂
本
尚
郎
の
東
洋
的

空
間
の
処
理
、
前
田
常
作
の
象

徴
的
な
絵
模
様
、
桂
ユ
キ
子
、

江
見
絹
子
の
女
性
陣
は
、
男
性

陣
よ
り
や
や
ひ
か
え
目
な
が
ら

や
は
り
女
性
と
し
て
の
背
骨

を
現
わ
し
て
い
た
。
外
国
作
家

で
は
フ
ォ
ー
ト
リ
エ
の
黒
に
淡

い
赤
を
流
し
た
象
徴
的
な
フ
ォ

ル
ム
が
、
東
洋
的
で
あ
っ
て
し

か
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
異
質
を

ゑ
せ
、
フ
ォ
ン
タ
ナ
の
話
題
の

紙
を
小
刀
で
切
っ
た
造
型
作
品

の
仕
あ
げ
の
美
し
さ
も
、
作
品

を
承
て
、
納
得
が
い
っ
た
。
一

般
に
抽
象
絵
画
は
食
わ
ず
ぎ
ら

い
の
難
解
を
指
摘
す
る
人
が

多
い
が
、
こ
ん
ど
の
展
覧
会
は

そ
れ
を
か
な
り
是
正
す
る
に
役

立
っ
た
と
思
う
。

▼
松
本
宏
個
展

五
月
二
十
三
日
か
ら
九
日
間

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
。
神
大
に
教
鞭
を
と
る
行

動
美
術
協
会
会
友
の
新
鋭
．
人

間
・
親
子
・
烏
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
三
十
数
点
の
出
品

第
六
回
シ
ェ
ル
美
術
賞
展
の
入

賞
作
も
出
て
い
た
が
、
い
く
ぶ

ん
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
連
想
さ
せ
る

タ
ッ
チ
も
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど

冷
酷
な
悪
意
は
承
な
ぎ
ら
ず
書
、

よ
く
い
え
ば
夢
と
詩
情
、
き
び

し
く
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け
ま
だ

あ
い
ま
い
さ
が
残
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
「
笛
吹
く
少
年
」
「

親
子
」
「
烏
・
人
・
笛
」
の
作

Ｉ
‐
‐
１
１
１
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奇
蹟
の
〃
五
月
晴
れ
″

青
木
重
雄

花
時
計

は
限
定
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。

詩
質
の
あ
る
作
者
だ
け
に
、
時

流
に
こ
び
ず
、
流
さ
れ
ず
、
若

い
個
性
を
た
し
か
め
て
伸
び
る

よ
う
、
期
待
し
た
い
（
Ｘ
）

▼
最
高
記
録
の
雨
量

五
月
、
六
月
初
旬
と
神
戸
は

雨
が
続
き
、
つ
い
に
雨
量
は
神

戸
海
洋
気
象
台
設
立
以
来
の
最

高
を
記
録
し
た
。
そ
の
結
果
、

神
戸
港
は
荷
役
が
は
か
ど
ら
ず

バ
ー
ス
待
ち
の
船
が
沖
に
た
ま

り
、
異
様
な
風
景
だ
っ
た
。
下

旬
に
入
っ
て
か
ら
晴
れ
間
を
見

て
荷
役
も
は
か
ど
っ
た
が
、
梅

雨
期
以
外
の
こ
の
状
態
は
神
戸

港
開
港
以
来
は
じ
め
て
だ
っ
た

そ
の
こ
ろ
デ
パ
ー
ト
、
商
店

街
の
雨
具
の
売
れ
行
き
も
最
高

と
伝
え
ら
れ
た
が
、
よ
か
っ
た

の
は
こ
こ
ば
か
り
で
、
あ
と
は

＝

１
覇９
１

雨
の
た
め
に
サ
ッ
パ
リ
。
そ
の
一
般
の
商
業
映
画
と
ち
が
い
ト
シ
ア
タ
ー
の
理
解
者
が
多
い

例
を
あ
げ
る
と
、
初
夏
を
ひ
か
芸
術
純
度
の
高
い
す
ぐ
れ
た
作
せ
い
だ
ろ
う
。
大
人
の
観
客
が

え
て
手
ぐ
す
ね
ひ
い
て
い
た
、
品
、
異
色
あ
る
問
題
作
や
名
作
少
な
い
の
は
一
般
の
商
業
映
画

ビ
ル
の
屋
上
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
が
を
上
映
す
る
神
戸
唯
一
の
ア
ー
の
よ
う
に
宣
伝
費
が
な
く
、
Ｐ

だ
め
。
日
曜
祭
日
の
動
物
園
が
ト
シ
ア
タ
ー
（
芸
術
実
験
映
画
Ｒ
不
足
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

だ
め
。
湿
気
の
た
め
動
物
園
の
）
劇
場
と
し
て
出
発
し
た
阪
急
ア
ー
ト
シ
ネ
マ
神
戸
グ
ル
ー

動
物
も
元
気
が
な
か
っ
た
。
文
化
も
８
月
で
１
年
を
む
か
え
プ
に
入
会
す
れ
ば
割
引
、
会
報

そ
こ
で
休
日
の
人
出
は
デ
パ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
迄
、
上
合
評
会
、
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー

間
断
》
娠
洲
唾
別
針
睡
唾
幸
楠
認
嵯
坤
華
評
麺
一
厘
許
泌
恭
函
御
謡
鐸
霊
桝
錐
掛
睦
》
塞
錘
準

猛
相
丞
隆
雄
逓
率
計
蝿
』
推
蛇
搾
姓
・
地
硫
帰
咽
秤
去
麺
苓
け
斗
傘
麺
癖
永
込
元
ぽ
ぼ
新
丸
列
儲

で
、
売
れ
は
じ
め
た
の
は
月
末
ソ
ヴ
エ
ト
）
④
、
夜
行
列
車
（
が
ど
の
よ
う
に
伸
び
て
い
く
か

湿
気
が
多
い
と
、
た
と
え
暑
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
な
ど
が
あ
げ
ら
期
待
し
た
い
。

唾
晶
垂
細
妙
他
環
吋
補
棺
諏
鍵
却
罷
奉
巷
畦
筆
畢
儲
嘩
識
評
唇
▼
日
本
一
高
い
六
甲
山
の
水
道

塗
停
礎
地
陳
鋤
垂
詑
極
確
押
救
恥
一
韮
趣
“
億
麺
極
壱
唯
非
咽
皿
の
識
唖
蝿
霊
蝿
畦
榊
↑
蝉
柿
張

た
。
神
戸
の
ア
ー
ト
シ
ァ
タ
ー
は
学
齢
一
」
睡
植
坤
壁
唖
稲
社
趣
耗
雛

生
層
に
人
気
が
あ
る
。
そ
れ
は
る
。
海
抜
９
３
２
ｍ
の
六
甲
山

▼
学
生
に
人
気
の
あ
る

い
い
環
境
に
ア
ー
ト
シ
ァ
タ
ー
に
設
け
ら
れ
た
日
本
一
高
い
（

神
戸
の
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー

が
あ
り
、
学
生
に
比
較
的
ア
ー
標
高
８
８
０
”
）
水
道
が
こ
こ

…
…
…
…
Ｉ
：
…
；
…
…
…
：
…
…
…
：
…
Ｉ
…
…
…
ｉ
…
…
…
：
ｉ
…
：
：
…
；
…
…
雪
に
あ
る
。
昭
和
型
年
に
瀬
戸
内

林
一
房
雄
の
小
説
に
た
し
か
「
の
〃
美
わ
し
き
五
月
″
に
め
ぐ
一
海
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
、
六

美
わ
し
の
五
月
と
な
れ
ば
」
と
り
合
っ
た
喜
び
を
味
わ
っ
た
。
一
甲
を
た
ず
ね
る
人
も
多
く
、
夏

い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
と
し
こ
と
に
、
芦
ノ
湖
畔
の
某
ホ
テ
ー
に
は
絶
好
の
避
暑
地
に
か
わ
る

唾
釦
幽
州
拝
》
諦
酔
誰
部
》
幸
》
睦
叫
需
哩
》
霊
》
》
器
諦
握
「
》
↑
『
僻
岬
癖
》
》
》
桝
諦
屋

い
で
に
湯
河
原
か
ら
箱
根
の
山
去
っ
た
気
が
し
た
。
ホ
テ
ル
を
一
事
を
終
え
昭
和
幻
年
よ
り
給
水

へ
登
っ
た
二
十
四
日
だ
け
は
、
取
り
囲
ん
だ
真
っ
青
な
芝
生
の
一
さ
れ
て
い
る
。
日
本
一
高
い
と

》
》
》
》
密
》
》
》
》
《
》
雷
掘
掛
砕
認
》
》
》
》
『
恥
叡
『
Ｊ
》
》
皐
侃
》
》
手
》
怪
缶
小
計

言
か
諾
叫
蹄
昨
か
軒
咽
噸
掃
嘩
距
酎
獅
薙
稗
癖
唯
樺
建
諜
卿
癖
一
霊
擁
諦
識
枝
織
需
鋤
認
誇
症
唖

続
け
た
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
青
一
幅
の
風
景
画
だ
っ
た
。
一
う
費
用
に
よ
り
、
高
い
水
道
料

々
し
た
木
々
の
葉
が
き
ら
め
く
富
士
の
肩
見
え
て
頼
も
し
青
一
金
と
な
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も

五
月
の
日
光
に
キ
ラ
キ
ラ
と
光
葉
道

一
日
本
一
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水

っ
て
、
久
方
振
り
に
昔
な
が
ら

一
道
が
六
甲
山
に
あ
る
と
言
う
か

一
ら
面
白
い
。
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元町２丁目ＴＥＬ③4 7 0 7 ～4 7 0 8

整いました

戸

篭篭

戸

本店・甲南本通⑮0 2 5 0

鴬鴬 爵爵

本店・甲南本通⑮0 2 5 0 化粧品店

セ
ン
ス
あ
ふ
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つ
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門
店
太
田
篭
甲
店

元
町
一
丁
目
Ｔ
Ｅ
Ｌ
③
６
１
９
５

セ
ン
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ふ
れ
る

化粧品店西店・三宮柳筋③5 7 7 8

蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊

夏の夏のく
つ
甲
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門
店

贈りものの贈りものの

ｶ ｺ ずかずがｶ ｺ ずかずが

6Ｃ

整いました太
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篭
甲
店

､
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西店・三宮柳筋③5 7 7 8

元町２丁目ＴＥＬ③4 7 0 7 ～4 7 0 8

絹 屋絹屋
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､､

ＩＩKOSⅢKOSⅢ リリ
け

頓

よるす御槻衣仕立虚
神戸シャツ

神戸大丸前ＴＥＬ③２１６８

よるす御槻衣仕立虚
神戸シャツ

神戸大丸前ＴＥＬ③２１６８
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新しいセンス、フランス調の
ヘャースタィル

美容室

歩雪ら．
6１ 西野明

御電話の御予約いたしております
三雲『本通りＴＥＬ③4 4 6 1 . 6 4 5 8

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

末積製額 三宮・大丸北
トア・ロード
③1 3 0 9 . 6 2 3 4

ハイセンスの紳士服で一
最高のオシャレを 恵洋服店

元町４丁目ＴＥＬ④７２９０
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辞
冒

一
毒

「

|:Ｉ
で

な

の

れ

高級紳士服専門店オーダーメード・イージーオーダー･ ﾚ ﾃ ﾞ ｨ メード

神戸テーラーー誤塁慈濡…フ

け

神戸三宮トア・ロード
本店③１番２番３番
南店③１６１６番

エ ダ

6２堂
家

６

ﾉﾄ゙

皮の店

、

の
、
お
み
や
げ
に

クリーム
ベリタス

ロールラッキー

地方送り承ります

2 丁目③0 6 8 6
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ﾌ゙ヲ ＆咽
三宮・センター街電< 塾1 7 5 0

芦屋店・サンドウィッチパーラー
そごう店・姫路店・大阪店

一

、 ､

凸、、

皇宅

‘6３

ｰ _

足

～、

6３

１

Ｘ
元町一丁目

畷画堀萱脅煎．
＊ご結婚祝／ご贈答品／ゴルフ賞品＊

一画要雰率 ﾏ ー

鰯
ＫＩＫＵＨ１ＤＥ

贈って喜ばれ
もらって重宝 縦Re9．１７３１

ざ

叶菊秀の家庭用品‘

南

ＣＯＯＫＩＮＧＫＮｌＦＥ・イ卸料理庖丁
ＳＣＩＳＳＯＲＳ・裁縫鉄

ＴＯＯＬＳ ･ 大エ道具とエ具
ＳＯＬＩＮＧＥＮ製金爽及びナイフ

ＳＴＡＩＮＬＥＳＳＳＴＥＥＲＴＡＢＬＥ－ＷＡＲＥ
｡

ステンレース食器
ＶＡＣＵＵＭＢＯＴＴＬＥ・鹿ﾗ 去ピン

ＬＯＣＫ＆ＨＡＲＤ－ＷＡＲＥ・錠とカーテンレール
ＲＡＺＯＲ・世界の電気剃刃一安全剃刃

神戸・元町２丁目山側
ＴＥＬＫＯＢＥ③０２７６⑲０８９２

MOTOMACHIKOBETEL(39川７６．１３４８｡ Ｌ
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こ
こ
も
と
三
、
四
年
も
会
っ
て
い
な
い
加
瀬
純
子
が
、
と
つ
ぜ

ん
、
東
京
か
ら
長
距
離
電
話
を
か
け
て
き
た
。
割
引
き
料
金
に
な

っ
た
ば
か
り
の
、
夜
の
八
時
す
ぎ
だ
っ
た
。

速
水
妙
子
は
、
ち
ょ
う
ど
入
浴
の
最
中
だ
っ
た
の
で
、
あ
わ
て

て
バ
ス
タ
オ
ル
だ
け
を
か
ら
だ
に
巻
い
て
、
電
話
口
に
と
び
だ
し

た
。「

妙
子
さ
ん
？
あ
た
く
し
。
純
子
よ
！
」

五
○
○
キ
ロ
も
は
な
れ
た
遠
い
送
話
口
か
ら
、
キ
ン
キ
ン
と
よ

く
ひ
び
く
、
た
い
へ
ん
意
気
ご
ん
だ
純
子
の
声
が
、
妙
子
の
耳
架

を
ふ
る
わ
し
た
。

「
加
瀬
が
巴
里
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
。
仏
蘭
西
船
で
、
神
戸
に
着

く
の
よ
◎
十
一
一
一
日
に
」

久
闇
の
挨
拶
も
ぬ
き
に
し
て
、
い
き
な
り
、
良
人
の
加
瀬
の
名

が
と
び
だ
し
て
き
た
。
「
加
瀬
が
」
「
加
瀬
が
」
と
、
ふ
た
こ
と
め

に
は
、
良
人
の
名
を
口
に
す
る
、
あ
い
も
か
わ
ら
ね
純
子
だ
っ
た

だ
が
、
今
夜
の
声
は
、
い
つ
も
に
ま
し
て
興
奮
気
味
だ
っ
た
。

む
り
も
な
い
。
商
業
写
真
の
勉
強
に
巴
里
へ
で
か
け
て
い
た
良

連
載
・
第
２
回

神
戸
夫
人

｡

←〆

人
が
、
約
一
年
半
ぶ
り
に
帰
国
し
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
そ
れ
で
ね
、
あ
た
く
し
、
神
戸
港
ま
で
迎
え
に
い
く
こ
と
に

し
た
の
。
ち
ょ
う
ど
い
い
機
会
だ
し
、
あ
な
た
に
も
お
会
い
し
た

い
わ
。
十
一
日
の
第
二
富
士
で
い
く
わ
。
宿
は
、
お
宅
に
泊
め
て

ね
」「

え
え
。
い
い
と
も
。
大
観
迎
す
る
わ
よ
」

一
気
に
喋
り
た
て
て
く
る
相
手
の
言
葉
に
、
妙
子
は
、
は
じ
め

て
、
や
っ
と
そ
れ
だ
け
う
け
応
え
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て

ま
っ
た
く
一
方
的
な
、
か
な
り
長
い
通
話
が
お
わ
っ
た
と
き
、
妙

子
の
面
に
は
、
な
ん
だ
か
泣
き
笑
い
ゑ
た
い
な
、
微
苦
笑
が
浮
ん

で
い
た
。

（
純
子
っ
て
、
結
婚
し
て
七
年
も
経
つ
と
い
う
の
に
、
ま
る
で
新

婚
早
々
の
ア
ッ
ア
ッ
ゑ
た
い
！
）

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
妙
子
は
、
湯
ざ
め
し
た
か
ら
だ
を
ぶ
る
シ

と
ふ
る
わ
せ
、
ま
た
、
あ
わ
て
て
湯
殿
へ
か
け
こ
ん
だ
。

二
人
は
、
高
校
時
代
か
ら
、
双
児
ゑ
た
い
な
親
友
だ
っ
た
。
大

武え
・
青
木
三
夫

４‘

患
；
iｉ

繁
／
大

田

6４
１

一
／

宮一一

Ｋ蝿･ “畦
郎

！
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学
も
、
仲
よ
く
地
元
の
Ｍ
女
子
大
の
仏
文
科
に
は
い
っ
た
。
だ
が

大
学
を
卒
え
て
か
ら
の
二
人
の
人
生
コ
ー
ス
は
、
ま
る
き
り
あ
べ

こ
べ
に
な
っ
た
。

妙
子
は
、
両
親
の
す
す
め
る
ま
ま
に
、
地
元
の
銀
行
屋
さ
ん
と

平
凡
な
見
合
い
結
婚
を
し
た
。
結
婚
生
活
は
、
平
凡
だ
が
、
し
か

し
、
堅
実
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
良
人
の
速
水
孝
雄
氏
は
、
な
か
な

か
の
切
れ
も
の
で
、
三
十
代
の
半
ば
で
、
Ｋ
銀
行
の
栄
町
支
店
長

に
な
っ
て
い
た
。
バ
ン
ク
・
マ
ン
と
し
て
、
出
世
コ
ー
ス
を
直
進

中
で
あ
る
。
妙
子
も
、
も
し
か
し
た
ら
将
来
は
Ｋ
銀
行
の
重
役
夫

人
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
運
命
に
あ
っ
た
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
は

二
人
の
愛
児
を
か
か
え
て
、
型
に
は
ま
っ
た
良
妻
賢
母
の
多
忙
な

そ
し
て
、
単
調
な
明
け
暮
れ
だ
っ
た
。

純
子
は
、
派
手
で
、
大
胆
な
恋
愛
結
婚
を
や
っ
て
の
け
た
。
い

や
、
大
胆
と
い
う
よ
り
も
、
当
時
と
し
て
は
、
無
謀
に
ち
か
か
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
相
手
が
、
ふ
ら
り
と
東
京
か
ら
や
っ
て
き
た
、

旅
ガ
ラ
ス
ふ
た
い
な
、
無
名
の
貧
乏
カ
メ
ラ
・
マ
ン
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
純
子
の
ほ
う
で
、
少
々
芸
術
づ
い
て
い
た

よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

両
親
や
友
人
た
ち
の
猛
烈
な
反
対
を
お
し
き
っ
て
、
純
子
は
、

ヤ
ク
ザ
な
無
名
カ
メ
ラ
・
マ
ン
と
、
馳
け
落
ち
同
様
に
、
東
京
へ

出
奔
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
、
四
年
、
お
定
ま
り
の
ど
ん
底

生
活
が
つ
づ
い
た
。
純
子
は
、
仏
蘭
西
語
が
得
意
だ
っ
た
の
で
、

あ
る
仏
簡
西
系
の
貿
易
商
社
に
勤
め
な
が
ら
、
ほ
そ
ぽ
そ
と
能
な

し
の
良
人
を
養
い
つ
づ
け
て
い
っ
た
。

そ
の
能
な
し
の
良
人
が
、
い
わ
ゆ
る
〃
婦
人
科
″
の
新
進
カ
メ

ラ
・
マ
ン
と
し
て
、
一
躍
脚
光
を
あ
び
た
の
は
、
つ
い
三
年
ほ
ど

ま
え
の
こ
と
だ
っ
た
、

こ
の
と
こ
ろ
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
グ
ラ
マ
ー
女
優
と
し
て
、
メ

キ
メ
キ
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
き
た
東
山
マ
リ
。
し
が
な
い
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
だ
っ
た
彼
女
を
、
さ
い
し
ょ
に
裸
に
し
て
、
売

り
だ
し
た
の
が
、
当
時
無
名
の
カ
メ
ラ
・
マ
ン
の
加
瀬
欣
三
だ
っ

た
。た

が
い
に
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
世
界
で
あ
る
。
東
山
マ
リ
の
ヌ

ー
ド
が
さ
わ
が
れ
だ
す
と
と
も
に
、
彼
女
を
掘
り
だ
し
た
加
瀬
欣

予
定
ど
お
り
、
加
瀬
純
子
は
、
十
一
日
の
第
二
富
士
で
、
神
戸

に
や
っ
て
き
た
。
だ
が
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
会
っ
た
速
水
妙
子
は
、

純
子
が
す
っ
か
り
ふ
け
こ
ん
で
い
て
、
内
心
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ

た
。
や
っ
ぱ
り
、
良
人
を
有
名
に
す
る
た
め
に
、
彼
女
は
、
妙
子

な
ど
に
は
想
像
も
で
き
ぬ
ほ
ど
の
苦
労
を
か
さ
ね
て
き
た
の
だ
ろ

う
。そ

れ
で
も
、
気
持
ち
だ
け
は
、
純
子
は
張
り
切
っ
て
い
た
。
ま

る
で
フ
ァ
イ
ト
の
か
た
ま
り
ゑ
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
。
布
引
の
ち

か
く
に
あ
る
速
水
家
に
着
い
た
そ
の
夜
は
、
む
か
し
の
親
友
二
人

は
、
夜
の
ふ
け
る
の
も
忘
れ
、
明
け
方
ち
か
く
ま
で
語
り
つ
づ
け

た
。
も
っ
と
も
、
先
夜
の
電
話
同
様
、
一
方
的
に
喋
り
ま
く
っ
た

の
は
純
子
の
ほ
う
で
あ
っ
て
、
妙
子
は
た
だ
、
相
手
の
お
喋
り
に

合
点
し
た
り
、
感
心
し
た
り
、
喜
ん
だ
り
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

「
で
も
、
よ
か
っ
た
ね
加
瀬
さ
ん
が
偉
く
な
ら
れ
て
、
あ
な
た

の
ご
両
親
も
、
も
う
安
心
で
し
ょ
う
」

「
さ
ァ
、
ど
う
だ
か
。
む
か
し
の
怨
承
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で

い
ま
で
も
、
あ
た
し
の
ほ
う
か
ら
、
つ
き
あ
っ
て
や
ら
な
い
の

よ
」純

子
は
吐
き
だ
す
よ
う
に
言
っ
た
。
彼
女
の
両
親
も
、
神
戸
を
引

三
の
名
も
急
速
に
た
か
ま
っ
た
。
そ
こ
で
こ
ん
ど
の
巴
里
行
き
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
彼
の
渡
仏
を
企
画
し
、
先
方
と
コ
ネ
を
つ
け
、
資
金
を

あ
つ
め
、
す
べ
て
の
手
は
ず
を
と
と
の
え
た
の
は
、
妻
の
純
子
だ

っ
た
。
彼
女
の
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
の
内
助
の
功
が
な
か
っ
た
ら
、

彼
の
巴
里
行
き
は
実
現
し
な
か
っ
た
ろ
う
。

一
年
半
ま
え
、
加
瀬
欣
三
は
、
妻
の
愛
情
と
献
身
と
に
感
激
し

な
が
ら
、
勇
躍
、
羽
田
か
ら
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
機
で
と
び
た
っ

て
い
た
。
こ
ん
ど
帰
国
し
た
ら
〃
巴
里
の
女
″
と
題
す
る
滞
仏
作

品
を
ひ
っ
さ
げ
て
、
東
京
と
大
阪
と
で
華
々
し
く
個
展
を
開
く
予

定
で
あ
る
。
こ
の
写
真
展
が
好
評
な
ら
、
商
業
写
真
家
と
し
て
の

彼
の
地
位
は
、
た
ぶ
ん
ゆ
る
ぎ
の
な
い
も
の
に
な
れ
る
に
ち
が
い

な
か
っ
た
。
す
べ
て
は
妻
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
長
年
の
彼
女
の
苦

労
の
た
ま
も
の
だ
っ
た
。
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揚
げ
て
東
京
に
住
ん
で
い
た
が
、
ど
う
や
ら
ま
だ
絶
交
状
態
に
あ

る
ら
し
い
。
純
子
に
は
、
そ
う
い
う
気
性
の
烈
し
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。

「
と
こ
ろ
で
ね
、
加
瀬
さ
ん
が
神
戸
に
着
い
た
夜
は
、
お
二
人

で
有
馬
の
温
泉
に
い
っ
て
ら
っ
し
や
い
よ
。
Ｈ
旅
舘
と
い
う
懇
意

に
し
て
い
る
宿
が
あ
る
の
で
、
お
部
屋
の
予
約
を
と
っ
て
お
い
た

わ
」「

ま
ァ
！
有
馬
温
泉
？
い
い
わ
！
」

「
加
瀬
さ
ん
も
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
、
日
本
の
温
泉
は
お
気
に
召

す
で
し
ょ
う
し
、
お
二
人
で
、
留
守
中
の
つ
も
る
話
を
し
た
り
、

そ
し
て
、
あ
な
た
も
、
一
年
半
ぶ
り
に
、
旦
那
さ
ま
に
思
う
存
分

か
わ
い
が
っ
て
お
も
ら
い
な
さ
い
よ
」

「
お
お
、
ト
レ
ビ
ア
ン
！
」

照
れ
も
せ
ず
に
、
純
子
は
、
大
袈
裟
に
目
を
見
張
っ
て
叫
ん
だ

こ
う
い
う
と
こ
ろ
も
、
む
か
し
か
ら
明
け
シ
放
し
の
性
格
だ
っ
た

が
、
し
か
し
、
や
は
り
、
一
年
半
も
の
空
閏
が
、
彼
女
の
全
身
に

女
ら
し
い
感
情
の
炎
を
、
か
ッ
と
燃
え
あ
が
ら
せ
て
い
る
に
ち
が

い
な
か
っ
た
。

加
瀬
欣
三
氏
を
乗
せ
た
仏
薦
西
の
貨
客
船
は
、
こ
れ
も
予
定
ど

お
り
、
霧
雨
の
煙
る
な
か
を
、
十
一
日
の
午
後
、
神
戸
港
に
入
港

し
て
き
た
。

地
元
の
新
聞
記
者
た
ち
は
、
船
ま
で
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
に
い
っ

た
ら
し
い
が
、
妙
子
は
、
で
き
る
だ
け
一
一
人
を
そ
っ
と
し
て
お
い

て
あ
げ
よ
う
と
、
純
子
に
こ
と
わ
っ
て
、
出
迎
え
に
は
ゆ
か
な
か

っ
た
。
ど
う
せ
一
夜
あ
け
れ
ば
、
夫
妻
と
も
ど
も
晴
れ
晴
れ
と
し

た
面
持
ち
で
、
速
水
家
に
も
挨
拶
に
や
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
か

っ
た
の
だ
。
だ
が
、
彼
女
の
こ
の
予
想
は
当
ら
な
か
っ
た
．
翌
日

の
午
後
、
速
水
家
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
ひ
ど
く
し
ょ
ん
ぼ
り
と

し
た
純
子
ひ
と
り
だ
っ
た
。

「
ま
あ
？
加
瀬
さ
ん
は
ど
弓
な
さ
っ
た
の
？
」

「
新
聞
社
の
人
た
ち
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
の
よ
」

「
や
っ
ぱ
り
、
帰
国
早
々
お
い
そ
が
し
い
の
れ
」

「
う
う
ん
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
よ
・
加
瀬
は
お
札
に
う
か
が
う
と

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
あ
た
し
の
ほ
う
で
こ
と
わ
っ
た
の
よ
」

Ｌ
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＞太陽の国から歌の王様クラウデ
イオ・ピルラ独唱会く６月2 6 日午后
6.30～９時。Ｓ1200円・Ａｌ000円．
Ｂ7 0 0円。Ｃ50 0円・神戸国際会館＞
し松田二朗ギター演奏会く６月２７
日～28日午后6 . 3 0～９時・入会金1０
０円会費2 4 0 円・神戸国際会館・労音
主催ＴＥＬ⑳8 1 6 1 ＞

し「トスカ」文学座公演出演／杉
村春子・中村伸郎・北村和夫く７月
１～２．６日。６～９時・神戸国際
会館労演主催６月例会・入会金5 0 円
臨時会費3 5 0円ＴＥＬ⑳8 1 6 1＞
し兵庫県日本画家連盟展く６月１５
～2 3 日・於市立美術館＞

し「ヒマラヤＫ２征服」イタリア
長篇記録映画／特別公開／日本語解
説版く６月９．１６．２３．３０日・各日
曜日・早朝ユ回限り・上映ＡＭ8 . 3 0
分・前売券110円当日券130円・三宮
劇場＞

＞矢野滋独唱会く６月3 0 日・午后
６～９時Ａ70 0円～30 0円・神戸国際
会館＞

し大橋国一帰朝リサイタル・ザル
ツブルグ劇場専属歌手く７月５日午
后6.30Ａ500円。Ｂ400円。Ｃ３００円
・於神戸国際会館・ＴＥＬ⑳8 1 6 1 ＞
し新国劇公演・於神戸国際会館
「王将」「座頭市水涛伝」「殺陣田
村」出演／島田正吾・辰己柳太郎。
、香川桂子・７月８．９．１０．１１．
１２日．午前１１時・午后５時。7 5 0 ～3
0 0 円・神戸新聞会館主催

可

神戸の催物ごあんない
「
ど
う
し
て
？
な
に
か
あ
っ
た
の
？
」

「
な
に
か
ど
こ
ろ
か
、
な
に
も
か
も
だ
め
な
の
よ
ｌ
」

き
の
う
ま
で
の
張
切
り
ぶ
り
は
ど
こ
へ
や
ら
、
純
子
は
、
塩
を

ま
か
れ
た
青
菜
ゑ
た
い
に
、
ぐ
っ
た
り
と
親
友
の
膝
に
身
を
投
げ

か
け
て
し
ま
っ
た
。

「
ね
え
、
勢
い
こ
ん
で
船
の
タ
ラ
ッ
プ
を
馳
け
の
ぼ
っ
て
つ
い

た
あ
た
し
に
、
加
瀬
は
、
開
口
一
番
、
な
ん
て
言
っ
た
と
思
う
？

あ
あ
、
目
刺
し
で
茶
漬
け
が
食
べ
た
い
！
」

「
ま
あ
！
で
も
、
そ
れ
も
む
り
な
い
ん
じ
や
な
い
？
」

「
む
ろ
ん
、
あ
た
し
も
す
ぐ
そ
う
思
っ
た
わ
。
巴
里
の
不
自
由
な

自
炊
生
活
で
、
き
っ
と
日
本
食
に
恋
い
こ
が
れ
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
っ
て
。
で
も
、
あ
た
し
を
絶
望
さ
せ
た
の
は
食
べ
も
の
だ

け
じ
や
な
か
っ
た
の
よ
・
ゆ
う
べ
！
ゆ
う
べ
よ
」

純
子
は
、
も
の
狂
わ
し
い
ほ
ど
悲
し
い
目
付
、
き
に
な
っ
て
、
有

馬
で
の
一
夜
を
物
語
っ
て
い
っ
た
。

「
あ
な
た
が
せ
っ
か
く
あ
ん
な
素
晴
し
い
宿
を
と
っ
て
く
れ
た
の

に
、
加
瀬
シ
て
、
た
だ
も
う
、
疲
れ
た
だ
の
、
眠
い
だ
の
シ
て
あ

た
し
に
は
見
向
き
も
し
て
く
れ
な
い
の
よ
！
一

「
ま
あ
！
」
と
妙
子
は
、
ま
あ
！
の
連
発
だ
っ
た
。

一
‐
あ
た
し
は
一
年
半
も
待
ち
に
待
っ
て
い
た
の
に
、
肝
心
の
加

瀬
は
、
イ
ザ
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
駄
目
な
の
。
あ
た
し
が
必

死
に
な
っ
て
か
き
く
ど
く
と
、
加
瀬
は
こ
う
弁
解
す
る
の
よ
・
大

6７

の
男
が
他
国
で
一
年
半
も
禁
欲
し
て
い
る
と
、
か
え
っ
て
、
駄
目

に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
シ
て
。
あ
あ
、
悲
し
い
！
」

純
子
は
、
わ
な
わ
な
と
身
を
悶
え
さ
せ
な
が
ら
、
妙
子
の
膝
の

う
え
で
泣
き
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
と
も
か
く
も
、
加
瀬
夫
妻
は
、
そ
の
夜
、
三
宮
駅
か
ら

特
急
で
東
京
へ
発
っ
て
い
っ
た
。
純
子
は
あ
ん
な
に
ま
で
絶
望
し

て
い
た
か
ら
、
途
中
、
逆
上
の
あ
ま
り
、
早
や
ま
っ
た
気
を
起
し

て
、
列
車
か
ら
と
び
降
り
自
殺
で
も
し
な
い
か
し
ら
と
、
妙
子
は

は
ら
は
ら
し
ど
お
し
だ
っ
た
。

だ
が
、
そ
ん
な
妙
子
の
許
に
、
三
日
ほ
ど
す
る
と
純
子
か
ら
一

枚
の
絵
葉
書
が
舞
い
こ
ん
で
き
た
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
そ
び
え
た

つ
巴
里
の
絵
葉
書
だ
っ
た
。

妙
子
さ
ん
。
ご
夫
妻
で
お
見
送
り
あ
り
が
と
汽
玲
ぶ
じ
に
帰
京

加
瀬
も
す
っ
か
り
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
あ
た
し
も
張
切
っ
て

い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
個
展
の
準
備
に
テ
ン
ャ
ワ
ン
ャ
．
旦
那
さ

ま
に
よ
ろ
し
く
。
あ
な
た
も
お
元
気
で
ね
。
純
子
。

神
戸
で
の
愁
嘆
場
を
け
ろ
り
と
忘
れ
去
っ
た
よ
う
な
、
簡
単
で

元
気
の
い
い
文
面
に
、
妙
子
は
、
あ
っ
気
に
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た

そ
し
て
、
そ
ん
な
人
の
よ
さ
そ
う
な
妙
子
の
面
に
、
や
が
て
、
い

つ
か
の
夜
、
と
つ
ぜ
ん
純
子
か
ら
長
距
離
電
話
を
う
け
た
と
き
と

そ
っ
く
り
の
、
な
ん
だ
か
泣
き
笑
い
ゑ
た
い
な
、
微
苦
笑
が
浮
び

あ
が
っ
て
き
た
。
（
こ
の
項
終
り
）
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神
戸
百
店
会

だ
よ
り

ニョ

▼
五
月
号
拝
見
、
コ
ウ
ベ
ッ
子
、
ま
す

ま
す
よ
ろ
し
い
。
善
哉
、
々
々
・
慶
賀

に
堪
え
な
い
、
す
ば
ら
し
い
タ
レ
ン
ト

を
集
め
た
も
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら

し
い
。
ご
発
展
を
心
か
ら
い
の
る
。

阪
本
勝

▼
神
戸
シ
子
の
編
集
部
の
皆
さ
ん
お
元

気
で
す
か
。
い
つ
も
岩
井
氏
を
通
じ
、

な
つ
か
し
い
神
戸
の
便
り
を
嬉
し
く
拝

見
し
て
い
ま
す
。
シ
ア
ト
ル
の
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
で
勉
強
し
て
い
た
時
、
世
界

博
で
神
戸
市
の
模
型
が
出
て
い
ま
し
た

が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
最
近
西

海
岸
で
演
奏
旅
行
の
帰
り
と
い
う
神
戸

高
校
の
合
唱
団
の
寄
っ
て
く
れ
た
事
で

し
た
。
い
か
に
も
高
校
生
ら
し
い
は
つ

ら
つ
た
る
歌
い
ぶ
り
が
市
民
の
眼
を
承

は
ら
せ
ま
し
た
。
小
生
も
各
国
人
の
学

ぶ
東
西
セ
ン
タ
ー
に
い
ま
す
の
で
色
ん

な
連
中
を
つ
れ
て
行
き
、
鼻
高
だ
か
で

し
た
。
前
後
し
て
神
戸
市
長
も
来
て
い

ら
れ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
一
層
の
ご
発
展
を
は
る
か
に
祈
っ
て

い
ま
す
。

出
色
乏
巴
﹈
丙
パ
国
箇
８
Ｈ
①
目
白
目
騨

▼
私
は
兵
庫
県
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た

が
、
今
は
京
都
で
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
先
日
、
本
箱
を
整

理
し
て
い
た
時
〃
神
戸
っ
子
″
が
出
て

来
て
故
郷
の
友
に
会
っ
た
よ
う
な
懐
か

し
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
故
郷
の
香
を
い
っ
ぱ
い
届
け
て
下
さ

い
。
楽
し
一
参
に
し
て
い
ま
す
。

京
都
よ
り
・
川
瀬
伊
都
子

神
戸
っ
子

通
信

A鍵亀‘

▽
セ
リ
ザ
ワ
今
夏
は
、
創
業
い
ら
い

印
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
中
元
セ
ー
ル

が
６
月
お
日
か
ら
７
月
初
旬
頃
ま
で
開

か
れ
ま
す
．
又
神
戸
ら
し
い
楽
し
い
〃

セ
リ
ザ
ワ
の
歌
″
が
（
安
水
稔
和
作
詞

徳
永
秀
則
作
曲
）
創
ら
れ
て
、
開
店
時

間
に
は
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
、

神
戸
っ
子
の
足
を
と
め
て
い
ま
す
。

▽
〃
き
も
の
〃
フ
ァ
ン
へ
の
お
知
ら
せ

み
よ
し
や
で
は
７
月
２
．
３
日
に
国
際

会
館
３
階
展
示
室
で
「
ど
ん
底
市
」
。

７
月
廻
・
四
・
ｍ
日
に
は
同
じ
展
示
室

で
「
留
袖
の
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。

ち
ん
が
ら
屋
の
キ
モ
ノ
サ
ロ
ン
で
７
月

調
！
”
日
ま
で
「
留
袖
の
会
」
を
開
催

▽
寿
本
舗
で
募
集
さ
れ
て
い
た
コ
ト

プ
キ
ー
が
か
さ
の
愛
称
は
約
二
万
人
の
応

募
者
中
か
ら
〃
ホ
ー
ム
承
か
さ
″
と
決

定
。
西
宮
市
二
見
町
釦
の
本
間
文
子
さ

ん
が
沖
縄
行
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

▽
北
野
ク
ラ
ブ
世
界
的
に
知
ら
れ
る

ア
ル
マ
ン
ド
オ
レ
フ
イ
チ
ェ
の
ひ
き

い
る
「
ハ
バ
ナ
・
キ
ュ
ー
バ
ン
ボ
ー
イ

ズ
」
が
、
７
月
ロ
・
胆
日
に
出
演
し
ま

す
。
本
場
の
ラ
テ
ン
音
楽
の
粋
を
聴
か

せ
る
素
晴
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ラ
テ
ン

フ
ァ
ン
は
お
見
逃
し
な
く
。

１
６８
１

苧冴

神
戸
百
店
会
事
務
局

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
８
丁
目
９
ノ
ー

神
戸
国
際
会
館
１
階
月
刊
神
戸
っ
子

神
戸
百
店
会
係

『

椿

ラ
ン
チ

タ
イ
ム

元
町
通
り
を
歩
い
て
二
丁
目
の
マ
ス

ャ
洋
装
店
の
角
を
北
へ
上
っ
た
と
こ
ろ

の
〃
け
ん
よ
し
″

ラ
ン
チ
・
タ
イ
ム
の
定
食
は
３
種
類

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

洋
定
食
と
し
て
ト
ン
カ
ッ
定
食
一
○

○
円
は
サ
ラ
ダ
菜
、
マ
カ
ロ
ニ
、
一
口

カ
ツ
が
五
つ
、
赤
汁
、
お
漬
物
と
ご
飯

和
定
食
で
刺
身
定
食
一
○
○
円
。
お

刺
身
は
日
に
よ
っ
て
か
わ
り
ま
す
。
な

か
ち
よ
こ
に
お
し
た
し
、
野
菜
の
煮
も

の
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
と
共
に
赤
汁
．

お
漬
物
、
ご
飯
。
夏
に
む
か
っ
て
あ
っ

さ
り
し
た
も
の
が
の
ぞ
ま
れ
、
人
気
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

う
な
ぎ
定
食
は
江
戸
焼
の
う
な
ぎ
井

に
赤
汁
、
お
漬
物
で
一
二
○
円
。
〃
げ

ん
よ
し
″
で
は
こ
の
三
つ
の
定
食
で
一

番
ご
自
慢
は
う
な
ぎ
定
食
、
夏
に
は
カ

ロ
リ
ー
不
足
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
も
お

す
す
め
し
ま
す
。
ラ
ン
チ
・
タ
イ
ム

は
十
一
時
よ
り
一
時
三
十
分
迄
。
満

員
の
時
は
二
階
の
座
敷
が
利
用
出
来

ま
す
。
味
も
よ
く
、
量
も
、
お
値
段
も

手
頃
で
気
軽
に
足
が
は
こ
べ
ま
す
。

北
に
承
ど
り
南
に
夏
の
神
戸
港
を
の

ぞ
ゑ
、
リ
ズ
ム
の
城
と
も
い
わ
れ
て
い

る
、
神
戸
市
庁
舎
屋
上
の
食
堂
（
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
直
営
）
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
、
ハ
イ
シ
ラ
イ
ス
、
一
○
○
円
、
特

製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
二
○
○
円
。
一
般

の
市
職
員
の
利
用
は
案
外
少
な
く
、
静

か
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い

う
方
に
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

八
木
俊
吾
（
市
職
員
）

ａ
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℃

Ｉ

■
発
行
に
い
ろ
い
ろ
と

お
世
話
い
た
だ
い
た
方
々

安
部
正
夫

青
木
重
雄

朝
比
奈
隆

石
野
成
明

榎
並
正
一

牛
尾
吉
朗

岡
崎
真
一

岡
部
伊
都
子

岡
崎
忠

小
曽
根
真
造

大
淵
ツ
ト
ム

金
井
元
彦

川
西
英

嘉
納
正
治

木
下
繁

小
磯
良
平

小
林
芳
夫

久
保
甚
太
郎

後
藤
末
二

古
林
喜
楽

阪
本
勝

白
川
渥

滝
川
勝
二

田
宮
虎
彦

田
村
孝
之
介

田
中
健
一
郎

永
井
達
七

直
木
太
一
郎

中
西
勝

原
口
忠
次
郎

福
富
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
裏
二

百
崎
辰
雄

森
崎
了
三

若
杉
慧

山
口
泰
弘

神
戸
青
年
会
議
所

編
集

後
記

▼
６
月
は
魚
釣
り
の
季
節
だ
と
い
う

の
で
、
釣
り
人
を
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
訪

問
し
て
、
大
分
ご
迷
惑
も
か
け
ま
し
た

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
ま
り
出
来
の
い
い

釣
特
集
に
な
ら
な
か
っ
た
と
残
念
が
っ

て
い
ま
す
ｌ
だ
が
「
は
じ
め
て
釣
に
い

っ
て
や
ろ
う
」
と
言
う
人
に
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
な
る
の
で

は
な
い
か
な
と
も
思
っ
て
ま
す
ｌ

▼
最
近
の
長
雨
で
は
、
文
壇
ゴ
ル
フ

族
も
、
ち
ょ
っ
と
縁
遠
い
だ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら
、
白
川
渥
氏
を
お
訪
ね
し

た
ら
「
な
あ
に
ま
た
新
ら
し
い
カ
ッ
プ

を
も
ら
っ
た
よ
」
と
ピ
カ
ピ
カ
の
優
勝

杯
に
び
っ
く
り
、
「
こ
の
雨
で
、
い
つ

や
ら
れ
た
ん
で
す
か
」
と
お
尋
ね
し
た

ら
「
ア
ハ
ア
ハ
」
と
笑
わ
れ
ま
し
た
？

▼
「
お
嬢
さ
ん
こ
ん
に
ち
わ
」
に
登

場
い
た
だ
い
た
対
中
さ
ん
、
岡
部
さ
ん

と
対
談
さ
れ
、
３
日
後
に
は
も
う
船
の

人
に
な
ら
れ
ま
し
た
、
ぎ
り
ぎ
り
一
ぱ

い
の
取
材
で
し
た
。

▼
「
こ
れ
は
傑
作
や
な
あ
」
と
喜
ば

れ
て
い
る
紳
士
入
門
、
い
つ
も
先
に
、

竹
田
氏
が
書
い
て
鴨
居
氏
に
渡
さ
れ
る

「
こ
ん
ど
は
一
ぺ
ん
逆
に
鴨
居
氏
に
先

に
書
い
て
も
ろ
て
ナ
」
と
竹
田
氏
ｌ
・

鴨
居
氏
は
「
う
っ
か
り
先
に
書
く
と
バ

ッ
サ
リ
や
ら
れ
る
か
ら
ナ
」
と
な
か
な

か
の
堅
陣
、
そ
れ
に
し
て
も
物
騒
な
話

▼
話
題
を
呼
ぶ
ポ
ケ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
「
神
戸
っ
子
」
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん

も
一
つ
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

▼
ま
す
ま
す
、
面
白
く
な
る
「
神
戸

夫
人
」
近
い
う
ち
に
神
戸
に
遊
び
に
行

き
ま
す
よ
竺
武
田
繁
太
郎
氏
か
ら
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｉ
全
く
本
格

的
な
小
説
で
す
、
さ
し
え
を
受
持
っ
て

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
案
内

▼
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
を
毎
月
ご
購

読
下
さ
い
ま
す
方
、
神
戸
を
離
れ
て
い

る
お
友
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
さ
り
た
い

方
は
編
集
室
宛
に
お
申
込
下
さ
い
。

６
ケ
月
分
・
５
０
０
円
（
送
料
共
）

１
ケ
年
分
・
１
０
０
０
円

▼
誌
上
紹
介
の
各
神
戸
の
銘
店
に
は

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
品
と
し
て
「
神

戸
っ
子
」
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

▼
「
神
戸
っ
子
」
を
お
求
め
の
さ
い

は
左
記
の
本
屋
さ
ん
で
ど
う
ぞ
、

海
文
堂
・
元
町
３
丁
目

宝
文
館
・
元
町
５
丁
目

第
一
書
房
・
元
町
１
丁
目

漢
口
堂
・
京
町
筋
角

漢
口
堂
・
湊
川
商
店
街

日
東
館
・
大
丸
前

大
丸
書
籍
部
・
大
丸
神
戸
店

流
泉
書
房
・
セ
ン
タ
ー
街

文
洋
堂
・
国
際
会
館

合
田
書
店
・
大
正
筋
商
店
街

十
合
書
籍
部
・
そ
ご
う
神
戸
店

▼
本
誌
広
告
に
よ
り
広
告
主
へ
直
接

ご
注
文
や
お
問
合
せ
の
際
は
「
神
戸
っ

子
」
の
広
告
に
よ
る
む
ね
、
お
書
き
添

え
下
さ
い
。

▼
「
神
戸
っ
子
」
に
広
告
掲
載
ご
希
望

の
と
き
は
「
神
戸
っ
子
」
営
業
部
宛
ご

照
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
編
集
室

１
７０
ｌ

い
ら
っ
し
ゃ
る
一
目
木
一
夫
氏
も
張
切
っ

て
描
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（

小
泉
）

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
四
号

発
行
／
昭
和
調
年
６
月
、
日

編
集
・
発
行
人
／
小
泉
康
夫

発
行
所
・
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
編
集
室

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
８
丁
目
９
ノ
ー

国
際
会
館
１
階
Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
７
０
３
７

定
価
和
円
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ビ
ー
ル
朝
日
麦
酒
Ｋ
・
Ｋ
流
）
七
三
Ｏ
一
生
町

「

美
術
元
町
画
廊
・
若
木
屋
諏
翻
一
塾
一
一
町
旭

画
材
・
額
縁
末
積
製
額
郁
）
ア
ー
ェ
ニ
印
坤

美
容
ボ
ヌ

美
容
美
容
室
あ
き
ら
一
一
歩
壱
四
が
極
訓

脇
物
丸
福
履
物
店
群
》
竪
急
噸

衣
裳
中
川
衣
裳
店
寿
↓
誇
誌

美
容
マ
キ
シ
ン
美
容
室
一
一
堕
呂
叫
細
ル
垂
荊

収
物
ま
る
喜
詐
》
皿
ぽ
い
噸

呉
服
ち
ん
が
ら
屋
詐
》
八
㎡
ヨ
錨

呉
服
み
よ
し
や
誠
）
三
礼
二
八
噸

レ
ン
ズ
国
際
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
癖
鵜
峰
謹
乍
鴨

コ
シ
タ
ク
ト

ぺ
っ
甲
太
田
篭
甲
店
諏
弧
魂
一
一
打
理

ア
ク
セ
サ
リ
ー
イ
ク
シ
マ
ヤ
諏
釧
遜
哩
訂
顕

ア
ク
セ
サ
リ
ー
芸
夢
計
寺
一
一
聖
一
が
評

婦
人
・
紳
士
靴
ク
ロ
ス
靴
店
計
弄
ｑ
恥
加
叶

洋
品
ス
ギ
ヤ
計
）
ァ
一
一
吋
訓
一
評

ハ
ン
ド
パ
ッ
グ
シ
ラ
サ
詐
刊
恥
叶
子
翠

Ｉ
洋
傘
オ
カ
ダ
洋
傘
店
誠
刊
蝿
雌
珂
弔
‐

洋
装
卜
Ｉ
レ
イ
洋
装
店
諦
輔
一
云
一
悌
雷
毛
叩
砿

洋
装
マ
ス
ヤ
洋
装
店
諺
弐
歯
噸
一
一
一

洋
装
マ
ル
ゼ
ン
群
）
脚
一
一
則
一
動

繊
維
か
ら
化
粧
品
ま
で
力
ネ
ボ
ウ
嘩
勤
迩
亜
一
一
一
玩
廻

婦
人
服
飾
セ
リ
ザ
ワ
酢
シ
ダ
六
が
識

婦
人
服
飾
マ
ミ
－
セ
ン
タ
ー
街

（
３
）
六
一
二
Ｏ
四

毛
皮
一
つ
え
だ
毛
皮
店
諏
翻
恥
洋
一
町
相

毛
皮
ベ
ー
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